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団地産の太陽で泊まる、一夜限りのホテル。 

茨城県取手市、約 2000 世帯が住む団地の一室が住民の手でホテルに変わる。  

自らの手でためた太陽の光でひと晩を暮らし、  

手づくりの太陽を空に浮かべる。  

サンセルフホテル、第2回宿泊日決定、 
予約受付開始！ 

  
第二回宿泊日程   日程：2013年９月1４日(土) 13 時～ ９月 15日(日)10時 一泊二日 
        住所：取手市井野団地3街区  
        ＊生活空間での活動のため、取材時には一般住民の方へのご配慮をお願いいたします。 

告知・取材のご協力を、どうぞよろしくお願いいたします！  

取材申込は下記までメールまたはお電話をお願いいたします。 
Email: tap-info@toride-ap.gr.jp  TEL:0297-72-0177 ／090-4087-8139(担当：羽原) 

本件に関するお問い合わせは…	 取手アートプロジェクト実施本部（NPO法人 取手アートプロジェクトオフィス） 

〒302-0024	 茨城県取手市新町２-５-５	 ARTOSかも２F	 Tel&Fax: 0297-72-0177 
Email:	 tap-info@toride-ap.gr.jp	 WEB:	 http://www.toride-ap.gr.jp/	 	 	 	 	 	 	 	 ＜担当：羽原・馬場＞ 
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▶  住民と宿泊者がつくるここにしかない一夜。「サンセルフホテル」とは  

「サンセルフホテル」は、お客様の宿泊予約が入った日だけにあらわれる不定期出現型ホテルです。宿泊される
お客様は団地の空き部屋を使った「客室」にチェックインしたあと、日中ホテルマンと一緒に特製のソーラーシ
ステムで団地産の電気を蓄電します。日が暮れた頃、貯まった電気を使って団地上空に「手づくり太陽」を浮か
べ、残った電力で客室に必要な電気をまかないます。団地ならではの工夫を凝らしたルームサービスを楽しみな
がら時間は過ぎ、「手づくり太陽」の光が消えるころには「客室」の電気も尽きて、就寝を迎えます。  
「サンセルフホテル」は、生活空間である団地の中で「ホテル」を模倣した営みを生み出すことにより、現代社
会に「もうひとつの日常」のあり方を提案する非営利かつコミュニティスペシフィックな表現活動です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
予約受付期間   ８月２日(金)２４時まで受付（８月3日（土）ホテルマン会議にて宿泊者決定！） 
＊「サンセルフホテル」の Web サイト(http://sunselfhotel.com/)より予約申込用紙をダウンロードの上、FAX に
て受付。抽選の上、ご宿泊者を決定いたします。 
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▶  エネルギーは井野団地産・太陽光のみ。”暮らす”の根幹を問い直す  

「サンセルフホテル」に宿泊するお客様は、プロジェクト特製のソーラーワゴンシステムで、一泊分の滞在に必
要な電力をつくります。生活に欠かすことのできない電気。それを自ら作り出すことにより、日常生活で気に留
めることの少ないエネルギーの供給過程を“見える”化する。それはお客様にとって、エネルギーについて考え、
問い直す機会になるはずです。アートを通じて、これまでの、そしてこれからの生活のあり方に思いを馳せる時
間を「サンセルフホテル」は提供します。 
 

▶  団地＋近隣住民がホテルマンに。個性、創意工夫による「おもてなし」をつくる  

 「サンセルフホテル」は、井野団地住民がホテルマンとして企画、運営を行っています。本来、プライベート
な空間の集積であるはずの団地で、住民自身が外の人＝お客様を受け入れようとすること。これは、私たちが生
活の中で古くから持っている「ウチ」「ソト」という感覚への、ちょっとした挑戦でもあるはずです。 
住民ホテルマンたちは、2012 年の夏より、毎週土曜日に「ホテルマン養成講座」を実施し、オープンに向けイ
ンテリアやルームサービスなどの準備を進めてきました。 
 2013 年 4月の第 1回宿泊を経て、今回は残暑の季節の宿泊に向けてのアメニティづくりや、宿泊者を決定
してからの「その宿泊者のためだけの」準備を経て、第 2回宿泊を迎えます。団地の住民がともに眺めた「てづ
くりの太陽」も、団地の夜空に昇ります。 
 既存の「暮らし」の概念をちょっとだけずらしたところに、団地住民と、外からやってくるお客様の、新しい
関係性が生まれる。そのような場所として「サンセルフホテル」は、井野団地住民により育まれています。 
 

▶  空室をホテルの客室に。郊外団地の新しいあり方に対する、ひとつの視点  

 高度経済成長期にあっては、モダンの象徴、憧れの対象であった団地は現在、高齢化、空室の増加、コミュニ
ティの崩壊など様々な課題に直面しています。これらの課題に対するアプローチとして「サンセルフホテル」は、
井野団地の空室利用のユニークなモデルと、新たなコミュニティのありかたを提案しています。 
 

▶プロジェクトメンバーは２歳から 80 代まで。  

 「サンセルフホテル」は、団地及び近隣の住民がホテルマンをつとめる期間限定の、一年間に 2度ほど現れる
ホテルです。2歳から 80代までのホテルマンメンバーの活動により、団地の空き部屋がそのときだけ「太陽の
光で泊まるホテル」に変身します。ホテルマンの役割は人それぞれ。ルームチーム、コンシェルジュチーム（大
人・こども）、コックチームに分かれて，宿泊当日に向けて準備を行なっています。 
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▶  宿泊までの流れ  

 7/17 
 宿泊予約受付開始  ウェブサイトオープン、FAXにて予約申し込みを受け付けます。 
  
 8/3        ホテルマン会議にて、予約申込書をもとに宿泊者を決めます。 
  宿泊者決定！    このホテルでは、ホテルマンが泊まる人をパートナーとして選びます。 
 
  ～9/13       これまでに準備したアメニティやルームサービスに加え、 
  ホテル準備     今回の宿泊者だけのためのおもてなしをホテルマンが考え、準備します。 
 
  9/14・15     いよいよ第二回の宿泊。13時のチェックインから翌日10時の 
 第二回宿泊！    チェックアウトまでホテルマンたちと団地で過ごします。 
  

▶  発案者／アーティスト  

北澤潤  Kitazawa Jun 
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ご多忙中とは存じますが、ぜひご取材のご協力を賜われますようご案内申し上げます。  
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1988 年東京都生まれ。現代美術家/北澤潤八雲事務所代表。国内外各地で日常性の再構
築を営むあたらしいコミュニティを設計し、恊働をとおしてその営為を特有の生活文化
として育てあげる活動を展開している。代表的なプロジェクトに、地域の家具を集めて
つくられ物々交換することで変化し続ける「居間」を営む《リビングルーム》や、仮設
住宅のなかに町を模した市場をひらく《マイタウンマーケット》などがある。 


